
　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
西

条
地
区
推
進
委
員
会
が
、
市
内
の
中

学
生
を
対
象
に
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
作
品
が
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

西
条
東
中
学
校

○
非
行
や
犯
罪
か
ら
目
を
背
け
な
い

た
め
に　
　
　
　
　
　

岡
本　

陸

○
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部
ひ
な
た

西
条
西
中
学
校

○
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
杏
香

○
明
る
い
未
来
を
築
く
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
志
真

西
条
南
中
学
校

○
会
っ
て
直
接
話
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
菜
月

○
明
る
い
未
来
へ
の
第
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
見
紗
弥
加

西
条
北
中
学
校

○
や
わ
ら
か
い
こ
こ
ろ　

四
宮
凜
果

○
あ
た
た
か
い
こ
と
ば　

福
田
結
菜

東
予
東
中
学
校

○
「
注
意
さ
れ
な
い
さ
み
し
さ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
田
樹
一

○
僕
の
選
択　
　
　
　
　

兵
頭
大
河

東
予
西
中
学
校

○
明
る
い
あ
い
さ
つ
で
明
る
い
未
来

を　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
は
る
か

○
心
の
ブ
レ
ー
キ　
　
　

膳　

泰
智

河
北
中
学
校

○
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
真
奈

○
私
の
一
歩　
　
　
　

森
川
は
る
な

丹
原
東
中
学
校

○
今
、
私
達
が
や
る
べ
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
岩
琴
葉

○
明
る
い
社
会
の
か
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
村
望
愛

丹
原
西
中
学
校

○
私
が
こ
れ
か
ら
実
践
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
岡
朋
花

○
「
私
が
思
う
よ
り
よ
い
社
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
岡
郁
海

小
松
中
学
校

○
非
行
を
防
ぐ
た
め
に
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と　
　
　
　
　

桑
原
百
加

○
「
明
る
い
社
会
」
を
築
く
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我
栞
菜

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
新
館
１
階
広
報
広
聴
課
内

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

西
条
地
区
推
進
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
４
３

古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
と
は

　

古
代
山
城
を
通
じ
て
文
化
財
の
保

護
意
識
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す

る
た
め
、
古
代
山
城
が
所
在
す
る
全

国
の
自
治
体
首
長
や
関
係
者
が
集
ま

り
、
意
見
交
換
や
地
域
住
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
、
お
互
い
の
連
携
を
深

め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

古
代
山
城
は
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良

時
代
に
か
け
て
造
ら
れ
た
お
城
で
、

西
日
本
を
中
心
に
22
城
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
史
跡
・
永
納
山
城
跡
と
は

　

河
原
津
に
あ
る
永
納
山
城
跡
は
昭

和
52
（
１
９
７
７
）
年
に
発
見
さ
れ
、

以
降
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
お
よ
そ

１
３
０
０
年
前
の
７
世
紀
後
半
ご
ろ

の
築
城
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
で
は
城
壁
や
鍛
冶
炉
な

ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
日
本
に
数

少
な
い
貴
重
な
古
代
山
城
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
平
成
17
年
７
月
に
は

国
史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。▲西部頂上付近の石積み城壁

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

5 広報さいじょう　2016　 ９月号

第６回 古代山城サミット西条大会

９月30日㈮　 13時～18時15分
　自治体関係者による 自治体首長会議

10月１日㈯　９時～12時30分
　一般公開による 記念式典・シンポジウム
　　　　　　　　 会場：総合文化会館
　　　　　　　　 ※駐車場が限られていますので、なるべく
　　　　　　　　 　乗り合わせてお越しください。

問合せ：市庁舎新館４階　社会教育課内

　　　　古代山城サミット西条大会実行委員会事務局

　　　　TEL0897－52－1628

三芳祝太鼓オープニングセレモニー

９月30日開催の首長会議報告

楠河小学校の学習発表

シンポジウム

「永納山城の特色を活かした整備と活用」

次期開催地の伝統芸能披露　など

記念式典・シンポジウムの内容

写真：永納山城跡から望む石鎚山

永納山城跡
イメージキャラクター
「永納さん」


